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　・高度化成100万トン割れの危機

　・JGAP認証農場数500に迫る

vol.315

高度化成100 万トン割れの危機
　日本肥料アンモニア協会の発表によると、高度化成の２月単月の出荷量は昨年同期比 6 6 . 4 ％の

54,732 トンに落ち込んだ。７月～２月の累計においても、前年同期比85.8％の 486,365 トンと低水準

で推移している。平成 15 肥からの月別出荷数量を比較してみると、その背景が窺える。平成 16 肥は

前年同期比96.3％、平成 17 肥は 94.9％と 3 ～ 4％の減少で推移したが、平成 18、19 両肥では前年同

期比 1 0 0 . 9 ％、

102.1％と数字を

見る限り需要の増

加があったかと見

間違えてしまう。

一方、月別で見て

みると、平成15肥

から 17 肥までは、

赤い点線が示すよ

うに7月から11月

までなだらかに減

少し 1 2 月で少し

上がり、１月を底

にして２月から３

～４月の春肥に向けてピークを迎えてい

る。ところが、平成 18 肥と 19 肥では肥料

価格大幅値上げの前倒し需要と思われる大

幅出荷増となった。取分け平成19 肥の６月

単月の出荷量は 150 千トンを超え、春肥の

ピークである３月の水準に近づいた。一

方、平成20 肥は肥料価格の先安見込みで取

分け商系における買い控えが目立ち、７月

～２月で前年同期比85.8％とその落ち込み

幅が大きく、平成17 肥を通常年と置き５％

の需要減を見込むと平成 2 0 肥の高度化成

出荷量は 100 万トンを切ることが懸念される。平成 17 肥の月平均出荷量は 87 千トンとなるが、平成

20 肥は７月～２月全ての月で平均出荷量を割っている。一部の肥料メーカーにおける、早めの生産調

整も頷ける。

多様化が進む肥料需要
　平成 1 肥から平成 19 肥までの期間でみると、高度化成は２百万トンから略半分の１百万トン、普通

化成は 50 万トン強から 30 万トン弱まで落ちたが、複合肥料全体でみると 4.6 百万トンから 3.4 百万

トンと 26％の減少に止まっている。輸入化成は 2.5 万トンから約 10 倍の 25 万トンに伸びたが、指定

配合はほぼ百万トン前後で推移しており健闘している。

　さて、この背景を耕地面積で見てみると、昭和 40 年に約６百万 ha あった農地が平成 18 年には 4.7

百万 ha と 22％減少している。内訳を見てみると、この 41 年間で普通田は 25％減、普通畑が 40％減、
（次ページへ続く）
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-1.43%74.3%34184603複合肥料合計

-1.99%64.2%79123液肥・成形複合肥料

+0.09%101.5%988973指定配合

-0.97%82.6%684828ＢＢ肥料（系統）

-4.01%27.9%48172ＮＫ化成

-2.40%56.9%298524普通化成

+50.00%1000.0%25025輸入化成

-2.52%54.7%10711958高度化成（含被覆複合）

年平均増減19肥/1肥19肥平成１肥　

複合肥料の需要対比　（H１肥/H19肥）
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景気対策で始まった高速道路の ETC 限定 1000 円乗り放題（大都市近郊圏は除く）を利用してＧＷに旅

行を計画されている方も多いのでは。例年になく激しい渋滞が予想されますので、運転にはご注意を。
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ＪＧＡＰ認証農場数５００に迫る
２－３月に農場審査が集中、３月末４４０農場に

　昨年末ＪＧＡＰ認証農場数は 260 しかなかったが、２・３月に静岡県や鹿児島県の茶農場のＪＧＡ

Ｐ審査が集中的に行われ、ＪＧＡＰ認証農場数は一気に 440 農場に達した。更に今月審査中の農場も

多く、４月末には 500 農場に達する見込みだ。傾向として大規模農場や生産法人の個別認証取得から

出荷組合を軸にしたＪＧＡＰ団体認証の取り組みが増えている。一方、四国・北陸のＪＧＡＰの普及

はまだこれからである。又ＪＧＡＰ指導員基礎研修会も農業生産者自ら受講するケースも急激に増え

ている。受講者は2565 人を超え合格者は1813 人（３月末）に達している。また、FOODEX の商談会後、

今年作付する農産物が既に予約で完売の所もあり、ＪＧＡＰ認証農場に対する信頼度の高さと比例し、

発注量の多さに各農場とも驚きを隠せない。

　大規模農場にとっては、今まで販売先が１、２社に集中していたが５、６社に選択幅を広げること

で、価格条件の改定など有利販売により利幅が増えている。また圃場毎の土壌分析を徹底し、施肥診

断、高機能の肥料の選択により品質の向上が見られ、農産物の栄養価、硝酸態窒素濃度、抗酸化値な

ど成分分析を実施し、

品質の見える化を

図って高値販売に繋

げている農場もある。

農産物のバラつきの

改善、糖度・美味し

さ、日持ちの良さな

ど、独自の品質基準

作りでブランド化を

計画している。デ

パートや高級スー

パーでの販売など、

徐々にではあるが、

ＪＧＡＰ認証農場に

対する評価が高まり

始め収益改善に繋

がっている。

樹園地が 38％減となっているが、牧草地は 3.5 倍に増加しているが、その牧草地も平成８年頃から減

少傾向にある。平成 18 年の耕地面積比率を見てみると、普通田が 54％、普通畑が 25％、樹園地が 7

％、牧草地が 13％となっており、面積では普通田の減少が最も大きい。各耕地の施肥量を計算するこ

とは難しいが、普通田より単位面積当たりの施肥量が多いと推定される普通畑と樹園地の面積減少は

トータルの肥料需要の減少に大きく繋がっていると推測される。他方、農林業センサス 2005 では、農

業産出額において、水稲では兼業農家が 60％を超える貢献をしているのに対し、麦、雑穀、イモ類、

豆類、工芸農産物の畑作と野菜、果樹では専業農家が 80％を超える貢献をしている。農地法改正が施

行されるされないに拘わらず、農地が専業農家に集積されるとすれば、肥料需要の多様化が加速する

一方、流通形態にも大きな変化が生ずることが予想される。
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